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原
子
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発
電
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コ
ス
ト
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関
す
る
質
問
主
意
書

原
発
は
、
と
て
つ
も
な
く
危
険
か
つ
高
コ
ス
ト
で
、
深
刻
な
環
境
悪
化
を
も
た
ら
し
、
世
界
の
潮
流
は
、
脱
原
発
で
あ
る
。

我
が
国
は
、
福
島
第
一
原
発
事
故
以
降
七
年
間
、
ほ
ぼ
原
発
ゼ
ロ
状
態
の
も
と
、
一
日
も
電
力
不
足
の
停
電
に
陥
っ
て
い
な

い
。
原
子
力
発
電
量
は
、
二
〇
一
六
年
で
全
体
の
一
�
七
％
に
過
ぎ
な
い
。

再
び
原
発
の
重
大
事
故
が
発
生
す
れ
ば
、
国
土
は
壊
滅
す
る
。
そ
れ
を
防
ぎ
、
未
だ
最
終
処
分
場
が
決
ま
ら
な
い
核
の
ゴ
ミ

を
、
こ
れ
以
上
増
や
さ
な
い
た
め
に
も
、
原
発
ゼ
ロ
を
宣
言
し
、
す
べ
て
の
原
発
を
直
ち
に
停
止
す
べ
き
で
あ
る
。

世
界
に
お
い
て
、
原
子
力
コ
ス
ト
は
急
騰
す
る
一
方
、
太
陽
光
と
風
力
は
加
速
度
的
に
コ
ス
ト
低
下
が
進
み
、
そ
の
累
積
導

入
設
備
容
量
は
す
で
に
原
子
力
発
電
の
二
倍
を
超
え
て
い
る
。

我
が
国
に
お
い
て
も
、
今
後
の
電
源
は
、
急
拡
大
す
る
太
陽
光
と
風
力
、
潜
在
能
力
が
高
い
水
力
発
電
・
揚
水
発
電
所
の
活

用
、
地
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス
、
及
び
当
面
、
コ
ン
バ
イ
ン
ド
ガ
ス
火
力
と
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

二
〇
一
六
年
十
二
月
、
世
耕
弘
成
経
済
産
業
大
臣
は
、
原
発
コ
ス
ト
に
つ
い
て
「
原
発
は
安
い
」
と
発
言
を
さ
れ
て
い
る

が
、
現
在
も
そ
の
よ
う
な
認
識
で
い
る
の
か
。

一



二

日
本
全
国
に
存
在
す
る
原
子
力
発
電
（
廃
炉
決
定
し
て
い
る
施
設
を
除
く
、
四
十
年
廃
炉
想
定
）
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ

ス
ト
の
試
算
総
額
合
計
に
つ
い
て
、
耐
用
年
数
四
十
年
を
前
提
に
、
直
接
発
電
コ
ス
ト
（
燃
料
費
、
減
価
償
却
費
、
保
守

費
、
廃
炉
費
な
ど
）
、
政
策
コ
ス
ト
（
研
究
開
発
費
、
立
地
対
策
費
な
ど
）
及
び
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
コ
ス
ト
（
使
用
済
み
核
燃

料
の
処
分
費
な
ど
）
な
ど
に
区
分
し
た
上
で
、
電
気
料
金
で
賄
う
も
の
と
、
国
費
（
税
金
）
で
賄
う
も
の
と
に
分
け
て
回
答

を
求
め
る
。

三

当
該
総
額
を
発
電
総
量
で
除
し
た
発
電
単
価
（
ｋ
Ｗ
ｈ
当
た
り
）
に
つ
い
て
、
回
答
を
求
め
る
。

四

福
島
第
一
原
発
事
故
の
事
故
コ
ス
ト
（
賠
償
費
、
除
染
費
、
事
故
炉
廃
炉
費
な
ど
）
の
総
額
（
支
出
の
実
績
値
と
今
後
の

支
出
の
予
測
値
を
合
算
す
る
）
に
つ
い
て
、
電
気
料
金
で
賄
う
も
の
と
国
費
（
税
金
）
で
賄
う
も
の
と
に
分
け
て
、
回
答
を

求
め
る
。

五

原
発
重
視
の
政
策
を
復
活
さ
せ
る
政
府
が
、
「
原
発
は
安
い
」
と
し
た
方
針
を
堅
持
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
来
、
採
算
が

取
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
採
算
が
取
れ
な
い
か
ら
こ
そ
、
電
気
料
金
や
税
金
に
よ
る
国
民
負
担
を
求
め
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。
原
発
に
採
算
性
が
あ
る
か
否
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
明
確
な
回
答
を
求
め
る
。

右
質
問
す
る
。

二


